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10次元のシュワルツシルドブラックホールを調べる上で、ブラックホールと弦の間の相転移は重要な問題である。論文hep-th/0605041(L. Alvarez-Gaume, P. Basu, M. Marino and S.R. Wadia)では、次の2つの相転移の間の対応が調べられた。ひとつは、弦とブラックホールの間の相転移である。もうひとつは、ゲージ理論におけるGross-Witten-Wadia (GWW)型の3次相転移である。ブラックホールの相転移について調べる上で、ゲージ理論の相転移を調べるのは重要な問題である。
この研究では、有限温度におけるコンパクトなS3球面上のN=4 super Yang-Mills(SYM)理論のボソンの部分のゼロモードの作用についてモンテカルロシミュレーションを行うことによって、相転移の構造を調べた。一般のゲージ理論についてはこういった相転移を解析的に調べることは難しいが、数値シミュレーションによってこの理論にGWW型の3次相転移が存在することが示された。

また、このゲージ理論のSO(6) R対称性の破れの問題についても、数値シミュレーションによって調べた。超重力理論側の解析によって、論文hep-th/0605041でSO(6)R対称性の破れが起こらないことが示されたが、この研究ではゲージ理論のモンテカルロシミュレーションによってSO(6)R対称性の破れが起こらないことを示した。
